
天
保
年
間
の
花
笠
文
京
-
補
正

木
 
 
越
 
 
俊
 
 
介

ω
げ
O
昌
の
信
犀
Φ
囚
H
O
O
の
国
H

 
江
戸
時
代
後
期
の
戯
作
者
・
花
笠
文
京
に
つ
い
て
、
本
誌
前
号
（
十
号
、
二
〇

〇
四
）
に
お
い
て
天
保
三
年
ま
で
の
年
譜
を
掲
載
し
た
。
そ
れ
に
続
く
天
保
四
年

以
降
の
活
動
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
『
近
世
文
藝
』
6
9
号
（
一
九
九
九
・

一
）
掲
載
の
拙
稿
「
”
代
作
屋
大
作
”
花
笠
文
京
の
執
筆
活
動
に
つ
い
て
」
（
以

下
、
「
小
稿
」
）
で
述
べ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
前
稿
の
立
論
の
一
部

に
対
し
反
証
材
料
を
見
出
し
た
の
で
、
天
保
四
年
以
降
の
年
譜
発
表
に
先
立
っ
て

こ
こ
で
補
正
を
行
い
た
い
。

 
問
題
箇
所
は
、
文
京
の
天
保
年
間
の
上
方
行
き
に
つ
い
て
で
あ
る
。
旧
稿
で
筆

者
は
、
文
京
が
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
刊
『
役
者
金
剛
力
』
よ
り
「
百
文
舎

外
回
」
な
る
変
名
で
役
者
評
判
記
の
江
戸
の
巻
を
担
当
し
て
い
る
事
実
を
諸
資
料

か
ら
実
証
し
た
。
さ
ら
に
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
以
降
刊
と
見
ら
れ
る
『
役

者
三
十
六
家
捜
』
と
い
う
書
の
序
（
「
百
文
舎
一
笑
」
名
義
）
の
「
浪
華
に
討
て

は
三
世
八
文
舎
自
笑
と
い
ひ
し
」
と
の
記
載
に
よ
り
、
天
保
十
一
年
に
先
立
つ
あ

る
年
に
文
京
は
上
方
へ
渡
り
、
そ
の
地
で
「
八
文
舎
自
県
」
名
義
で
役
者
評
判
記

を
執
筆
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
何
ら
訂
正
事
項

は
な
い
。

 
と
こ
ろ
が
、
前
稿
第
三
節
に
お
い
て
筆
者
は
天
保
六
年
正
月
刊
『
役
者
現
銀
店
』

京
の
巻
「
開
口
」
の
内
容
か
ら
そ
れ
が
文
京
の
手
に
よ
る
も
の
と
見
な
し
、
文
京

が
天
保
五
年
中
に
上
方
へ
渡
っ
た
と
結
論
づ
け
て
し
ま
っ
た
（
詳
細
な
考
証
過
程

は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
無
二
発
表
後
に
見
出
し
た
い
く

つ
か
の
文
京
の
活
動
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
見
解
に
は
矛
盾
が
生
じ
る
よ
う
な
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
一
度
前
稿
に
お
け
る
筆
者
の
見
解
を
ま
と
め
て
み
る
（
太
字
は

訂
正
の
必
要
の
な
い
箇
所
）
。

 
天
保
五
年
（
［
八
三
四
）
二
月
七
日
、
火
事
罹
災
に
よ
り
蔵
書
等
を
焼
失
。

↓
天
保
五
年
中
に
上
方
へ
（
①
）
。

↓
天
保
六
年
正
月
刊
『
役
者
現
銀
店
』
京
・
大
坂
の
巻
以
降
、
上
方
で
役
者
評

 
判
記
を
執
筆
す
る
（
②
）
。

↓
天
保
十
年
中
に
江
戸
へ
帰
り
、
「
代
作
屋
大
作
」
と
名
乗
り
活
動
を
始
め
る

 
（
③
）
。

↓
天
保
十
一
年
刊
『
役
者
金
剛
力
』
江
戸
の
巻
以
降
、
「
百
文
舎
外
笑
」
名
義

 
で
役
者
評
判
記
執
筆
。

 
補
正
が
必
要
な
の
は
、
右
の
①
か
ら
③
の
時
期
や
因
果
関
係
に
関
し
て
で
あ
る
。

以
下
、
番
号
順
に
再
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

 
ま
ず
①
の
年
時
推
定
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
資
料
の
存
在
を
見
落
と
し
て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
も
よ
ち
ょ
う
か
り
た
く
か
よ
い
 
ユ
 

文
京
が
序
（
「
好
色
外
史
」
名
義
）
を
寄
せ
る
『
灘
鱗
百
夜
町
仮
宅
通
』
な
る
艶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
が
あ
る
の
だ
が
、
本
書
の
刊
記
に
つ
い
て
、
林
美
一
氏
『
国
貞
』
は
、
「
内
容

が
天
保
六
年
正
月
の
火
事
を
扱
う
こ
と
な
ど
か
ら
」
、
天
保
七
年
正
月
刊
は
動
か
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せ
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
黒
作
の
中
之
巻
の
会
話
に
こ
の
当
時
の
文
京
の
動

向
を
窺
わ
せ
る
楽
屋
落
ち
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
か
め
「
そ
り
や
ア
、
あ
り
が
た
う
。
し
か
し
今
日
は
ね
、
花
笠
が
会
で
ご
ざ
い

 
 
ま
す
か
ら
、
宅
で
そ
れ
へ
往
な
く
つ
ち
や
ア
な
ら
な
い
は
ね
。
（
略
）
」

 
文
「
そ
う
か
。
そ
れ
ぢ
や
ア
、
お
留
守
が
な
い
と
い
ふ
わ
け
か
。
そ
の
花
笠
と

 
 
か
い
ふ
の
は
、
何
処
の
人
だ
へ
」

 
か
め
「
そ
れ
は
、
ア
ノ
、
お
ま
へ
狂
言
作
者
で
、
一
フ
は
芝
居
を
ば
引
て
、
こ
・

 
 
の
一
の
権
現
に
居
ま
さ
ア
。
代
作
屋
と
い
っ
て
、
引
札
や
能
書
の
作
を
し
て

 
 
居
る
人
さ
」

 
文
「
ム
・
、
し
れ
た
く
そ
れ
ぢ
や
ア
お
ら
が
向
の
薬
屋
の
引
札
を
書
た
人
だ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
つ
ま

 
 
文
章
と
い
ひ
、
趣
向
も
甘
い
も
の
だ
」
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

最
後
の
「
向
（
島
？
）
の
薬
屋
の
引
札
」
云
々
に
つ
い
て
確
認
は
で
き
て
い
な
い

が
、
傍
線
部
に
あ
る
コ
の
権
現
」
と
は
、
浅
草
花
川
戸
に
あ
っ
た
顕
松
院
境
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

の
あ
か
ざ
堂
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
資
料
か
ら
は
文
京
が
天
保
六
年
中
に
江
戸
に

い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
な
ら
び
に
天
保
七
年
以
前
か
ら
既
に
「
代
作
屋
」
と

名
乗
っ
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
③
に

関
連
す
る
た
め
後
述
す
る
と
し
て
、
い
ま
し
ば
ら
く
右
以
外
の
こ
の
時
期
に
お
け

る
文
京
の
活
動
の
軌
跡
を
ざ
っ
と
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

 
ま
ず
、
文
京
は
「
天
保
七
年
丙
申
春
」
の
刊
記
を
備
え
る
『
四
季
漬
物
塩
嘉
言
』

（
外
題
『
漬
物
早
指
南
』
）
な
る
書
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
序
末
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
漬
物
の
問
丸
小
田
原
屋
の
茶
室
に
お
い
て
筆
を
採
。
花
笠
文
京
［
印
（
文
京
）
］
」

と
あ
る
。
こ
の
序
に
は
年
誌
が
な
い
が
、
本
書
の
内
題
下
に
「
江
戸
 
小
田
原
屋

主
人
著
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
小
田
原
屋
の
茶
室
」
は
江
戸
に
あ
る
の
で
、
ご
く

自
然
に
考
え
る
と
や
は
り
文
京
は
天
保
六
年
の
時
点
で
は
ま
だ
江
戸
住
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
天
保
七
年
刊
の
大
田
老
心
『
か
く
れ
里
の
記
』
に
は
蹟
を

寄
せ
て
い
る
が
、
こ
の
書
か
ら
は
文
京
の
在
住
地
を
知
る
手
が
か
り
は
見
い
だ
せ

な
い
。

 
他
に
、
こ
の
時
期
の
文
京
は
艶
本
を
い
く
つ
か
執
筆
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
現

時
点
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
「
好
色
外
史
」
名
義
『
花
警
笛

 
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
』
、
「
曲
取
主
人
」
名
義
『
恋
の
や
つ
ふ
ち
』
、
「
好
色
外
史
」
名
義
『
枕
辺
深
閨

 
フ
 

梅
』
の
三
作
で
あ
る
。
艶
本
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
刊
記
が
な
い
の
で
、
以
下

そ
れ
ぞ
れ
の
刊
年
な
ど
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ま
ず
『
花
以
嘉
多
』
に
つ
い
て
は
、
早
川
聞
多
氏
が
「
序
の
最
後
に
「
あ
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
す
ら
か
に
な
・
つ
と
い
ふ
と
し
の
花
見
月
」
と
款
記
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書

は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
三
月
に
序
文
が
記
さ
れ
、
当
時
の
出
版
の
通
例
に
従

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
て
翌
天
保
八
年
正
月
の
新
板
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
し
て

い
る
。
次
の
『
恋
の
や
つ
ふ
ち
』
は
、
か
の
『
八
犬
伝
』
を
艶
本
化
し
た
も
の
と

し
て
比
較
的
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
刊
年
に
つ
い
て
、
林
美
一
氏
は
前
掲
『
国
貞
』

で
、
「
刊
記
は
な
い
が
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
四
月
二
十
四
日
か
ら
江
戸
の
森

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
わ
さ
の
た
か
ど
の

向
座
で
「
八
宣
伝
」
が
初
め
て
『
八
犬
伝
評
判
楼
閣
』
と
題
し
て
脚
色
上
演
さ
れ

大
当
り
を
と
っ
て
い
る
か
ら
（
大
坂
で
は
既
に
天
保
五
年
忌
上
演
し
て
い
る
）
、

そ
れ
を
当
て
込
ん
で
早
速
、
翌
八
年
正
月
の
新
板
と
し
て
売
出
し
た
も
の
で
あ
ろ

 
 
 

う
」
と
し
て
い
る
。
両
者
と
も
に
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
『
枕
辺
深
閨
梅
』

は
序
に
「
子
時
天
保
九
戊
戌
初
夏
／
好
色
外
史
撰
」
と
あ
る
か
ら
、
翌
十
年
差
月

刊
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

 
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
艶
本
の
書
契
書
と
も
に
内
題
下
署
名
の
上
に
「
東
都
」
、

後
一
書
に
は
「
江
戸
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
文
京
の
江
戸
在
住
を
示

す
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
筆
者
に
は
判
断
が
つ
か
な
い
。

 
ま
た
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
こ
の
時
期
の
文
京
の
著
作
と
し
て
艶
本

『
古
能
手
佳
史
話
』
（
渓
斎
英
泉
画
、
天
保
七
年
刊
）
が
記
載
さ
れ
る
が
、
「
日
本

艶
本
目
録
（
未
定
稿
）
に
よ
る
」
と
あ
り
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

 
や
や
煩
碩
な
事
項
を
重
ね
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
言
及
し
た
資
料
を
表
に
し
て
ま

と
め
て
お
こ
う
（
表
の
便
宜
上
、
執
筆
時
期
で
は
な
く
刊
行
時
期
に
統
一
し
た
。

ゴ
シ
ッ
ク
は
掲
出
書
名
）
。
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年

役
者
評
判
記
名

文
京
の
動
向
並
び
に
関
連
著
作

天
保
五

『
役
者
三
世
相
』

※
二
月
七
日
火
事
罹
災
。

六

『
役
者
現
銀
蘭
』

七

『
役
者
手
柄
競
』

旧
刊
・
『
四
季
漬
物
塩
嘉
言
』
に
序
を
寄
せ

る
。

正
月
刊
・
艶
本
『
口
口
百
夜
町
仮
宅
通
』
に

序
を
寄
せ
る
。

大
田
南
畝
『
か
く
れ
里
の
記
』
に
賊
す
（
刊

記
な
ど
な
し
、
浜
田
義
一
郎
氏
は
本
年
刊

と
す
る
）
。

艶
本
『
古
能
三
二
史
話
』
刊
か
（
未
見
）
。

八

『
役
者
早
速
砲
』

正
月
、
艶
本
『
花
以
嘉
多
』
・
『
恋
の
や
つ
ふ

ぢ
』
刊
。

九

『
役
者
ひ
め
飾
』

十

『
役
者
外
題
撰
』

正
月
、
艶
本
『
枕
辺
深
三
三
』
刊
。

十
一

『
役
者
金
剛
力
』

※
本
年
か
ら
「
百
文
回
外
笑
」
の
変
名
で
役

者
評
判
記
の
江
戸
評
を
執
筆
。

 
で
は
そ
も
そ
も
、
従
来
文
京
に
関
す
る
伝
記
に
記
載
さ
れ
て
き
た
こ
の
時
期
の

上
方
滞
在
そ
の
も
の
が
説
伝
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ

 
参
考
ま
で
に
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
は
『
（
難
波
金
城
在
番
中
）
銀
鶏
雑
記
』

（
五
冊
）
と
題
さ
れ
る
資
料
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
表
紙
に
「
天
保
五
年
歳

在
甲
午
八
月
四
日
ヨ
リ
乙
未
之
八
月
四
日
迄
一
ヶ
年
」
と
あ
る
よ
う
に
、
下
穿
銀

鶏
が
天
保
五
・
六
年
の
大
坂
滞
在
時
に
残
し
た
書
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
貼
込
帳
で

あ
る
第
一
巻
の
中
に
文
京
の
書
い
た
引
札
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

「
東
都
産
物
庭
 
大
坂
心
斎
ば
し
筋
清
水
町
西
南
角
／
江
戸
店
 
金
屋
喜
五
郎
」

と
い
う
大
坂
の
店
の
も
の
だ
が
、
文
句
に
「
江
戸
の
仕
入
と
意
を
合
せ
。
居
な
が

ら
に
し
て
。
東
都
の
産
物
流
行
を
即
に
取
よ
せ
て
。
柳
商
乱
射
し
庭
」
と
あ
る
通

り
江
戸
の
物
産
を
扱
う
店
な
の
で
、
残
念
な
が
ら
こ
の
資
料
か
ら
は
文
京
が
こ
の

時
点
で
江
戸
、
上
方
の
ど
ち
ら
に
在
住
し
て
い
た
か
は
判
明
し
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ま
た
の
う
わ
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
 

 
さ
ら
に
銀
鶏
が
こ
の
大
坂
滞
在
時
に
執
筆
し
た
『
一
月
噂
』
（
天
保
六
年
刊
）

は
、
江
戸
か
ら
大
坂
へ
や
っ
て
来
た
作
中
人
物
に
よ
る
大
坂
案
内
記
と
い
っ
た
内

容
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
魯
助
さ
ん
の
教
へ
た
心
斎
橋
筋
の
先
生
へ
尋
ね
て
」
な

ど
と
度
々
文
京
（
三
助
）
の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
文
京
は
以
前
の
在

坂
経
験
か
ら
、
専
ら
作
中
人
物
に
と
っ
て
の
、
大
坂
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
者
並

び
に
大
坂
人
へ
の
紹
介
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
も
う
一
つ
参
考
ま
で
に
、
前
掲
『
枕
辺
深
三
二
』
は
大
坂
が
舞
台
と
な
っ
て
い

る
が
、
か
つ
て
文
政
年
間
後
半
に
上
方
に
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る
文
京
な
ら
ば
江

戸
に
い
て
も
書
く
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。

 
他
に
も
こ
の
期
間
に
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
『
現
在

廣
益
諸
家
人
名
録
』
に
文
京
の
名
が
あ
が
る
も
の
の
、
該
書
に
は
当
時
上
方
に
滞

在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な
人
物
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ま
り
参
考

に
な
ら
な
い
。

 
右
の
よ
う
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
確
た
る
資
料
を
見
出
せ
て
い

な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
も
し
こ
の
時
期
の
上
方
滞
在
そ
の
も
の
が
否
定

さ
れ
る
な
ら
ば
、
文
京
が
上
方
で
「
三
世
八
文
舎
自
軍
」
と
名
乗
っ
て
い
た
時
期

（
先
の
前
回
見
解
の
②
の
部
分
）
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
か
ら
天
保
三
年

（一

ｪ
三
二
）
ま
で
の
上
方
滞
在
時
（
本
誌
前
号
年
譜
参
照
）
に
遡
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
資
料
の
出
現
を

待
つ
こ
と
と
し
て
保
留
し
た
い
。

 
と
も
か
く
、
た
と
え
文
京
が
こ
の
期
間
の
い
ず
れ
か
に
上
方
へ
行
っ
て
い
た
と

し
て
も
そ
の
年
時
を
確
定
す
る
に
至
る
資
料
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
か

ら
、
少
な
く
と
も
天
保
六
年
刊
『
役
者
現
業
店
』
「
開
ロ
」
を
書
い
た
の
が
文
京

で
あ
っ
た
と
し
た
前
稿
の
立
論
は
、
全
く
根
拠
薄
弱
な
先
走
っ
た
断
定
で
あ
っ
た
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ね
 

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
撤
回
し
た
い
。

 
た
だ
、
前
稿
に
引
用
し
た
『
役
者
現
銀
店
』
京
の
巻
「
開
口
」
に
は
役
者
評
判

記
の
権
威
復
権
と
と
も
に
役
者
た
ち
へ
の
牽
制
が
見
ら
れ
、
明
ら
か
に
役
者
評
判

記
の
立
て
直
し
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
文
京
が
関
与
し
て
い
な
い
と
し

て
も
、
天
保
四
年
差
文
京
が
江
戸
の
役
者
を
罵
倒
し
た
『
役
者
必
読
妙
々
痴
談
』

と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
役
者
評
判
記
に
も
類
似
し
た
言
説
が
生
み
出
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
東
西
の
歌
舞
伎
界
周
辺
に
役
者
に
対
す
る
不
穏
な
空
気
が

漂
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
興
味
深
い
。

 
そ
れ
で
は
最
後
に
、
保
留
し
て
い
た
③
の
「
代
作
屋
大
作
」
と
名
乗
る
に
至
る

経
緯
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
年
時
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
事
象
の
因
果
関
係
に
お
け
る
考
え
違
い
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
前
王
に
お

い
て
は
、
天
保
中
期
に
上
方
へ
渡
っ
た
文
京
が
「
八
文
舎
言
笑
」
名
義
の
い
わ
ば

ヘ
 
 
 
へ

代
作
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
江
戸
に
帰
っ
て
「
代
作
屋
大
作
」
と
名

乗
っ
た
と
見
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
前
掲
艶
本
『
百
夜
町
仮
宅
通
』
の
楽

屋
落
ち
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
天
保
六
年
中
に
既
に
「
代
作
屋
」
の
名
で
活
動
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
は
平
亭
銀
鶏
『
街
廼
噂
』
二
編
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 

も
同
様
な
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
）
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
文
京
が
「
芝

居
を
ば
引
」
（
前
掲
『
百
夜
町
仮
宅
通
』
）
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は

り
『
役
者
必
読
妙
々
痴
談
」
等
の
刊
行
が
歌
舞
伎
界
と
の
間
に
何
ら
か
の
し
こ
り

を
残
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
天
保
五
年
に

お
け
る
蔵
書
の
焼
失
も
含
め
、
一
連
の
事
件
が
こ
の
時
期
の
文
京
の
活
動
に
制
約

を
も
た
ら
し
、
「
代
作
屋
」
稼
業
を
始
め
さ
せ
た
と
す
る
の
が
妥
当
な
よ
う
で
あ

る
。
天
保
五
年
の
火
事
罹
災
が
文
京
に
と
っ
て
相
当
な
痛
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
前

回
で
紹
介
し
た
『
渡
世
肝
要
記
』
三
編
下
巻
の
他
に
、
前
掲
『
役
者
金
剛
力
』

（
天
保
十
一
年
刊
）
江
戸
の
巻
「
発
端
」
に
も
窺
え
る
。
そ
こ
で
文
京
（
「
百
文
舎

外
濠
」
名
義
）
は
江
戸
を
言
祝
ぐ
中
で
、
「
只
疵
と
す
る
は
時
々
火
事
の
あ
る
に

は
誰
も
閉
口
。
ど
う
ぞ
こ
の
う
へ
に
は
四
里
四
方
の
端
か
ら
は
し
ま
で
薄
々
を
み

な
土
蔵
造
り
に
し
て
お
い
た
な
ら
、
夫
こ
そ
萬
代
不
易
の
は
ん
じ
や
う
と
い
ふ
も

の
」
と
記
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
以
上
で
拙
稿
の
補
正
を
終
え
る
が
、
今
回
未
詳
の
部
分
は
さ
ら
な
る
調
査
を
継

続
し
追
究
し
た
い
。
な
お
、
前
号
年
譜
に
つ
い
て
の
追
加
事
項
も
あ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
天
保
四
年
以
降
の
年
譜
と
と
も
に
機
会
を
改
め
て
記
す
こ
と
と
し
た

い
。【

注
】

（
1
）
女
好
庵
主
人
（
1
1
松
亭
金
水
）
作
、
舟
弁
用
又
平
（
昆
歌
川
国
貞
）
画
。
原

 
 
本
未
見
。
影
印
・
翻
刻
が
「
江
戸
名
作
艶
本
」
九
（
田
中
優
子
氏
翻
刻
・
解

 
 
説
、
学
習
研
究
社
、
一
九
九
六
）
に
備
わ
り
、
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
2
）
「
江
戸
枕
絵
師
集
成
」
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
再
版
）
。

（
3
）
前
篇
注
3
0
に
お
い
て
紹
介
し
た
『
渡
世
肝
要
記
』
三
編
下
巻
に
記
さ
れ
た
罹

 
 
災
後
の
文
京
の
浅
草
転
居
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
前
稿
で
は
こ
れ
を
「
仮
庵
」

 
 
と
見
な
し
て
い
た
。

（
4
）
引
用
は
京
都
大
学
財
部
文
庫
本
に
よ
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
挿
絵
に
「
過
し

 
 
頃
浪
花
に
あ
り
け
る
時
茶
粥
に
く
も
じ
と
い
ふ
事
を
／
花
笠
文
京
 
に
ご
り

 
 
江
の
な
に
は
な
し
と
も
朝
茶
か
ゆ
／
ゆ
が
み
も
じ
に
て
た
う
べ
た
り
け
る
」

 
 
と
あ
り
、
や
は
り
執
筆
時
点
で
は
江
戸
に
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（
5
）
外
題
に
よ
る
。
内
題
は
「
玉
液
洋
楽
花
筏
」
。
仇
埜
山
人
（
未
詳
）
と
の
合

 
 
作
、
一
妙
開
程
芳
（
1
1
歌
川
国
芳
）
画
。
原
本
は
下
巻
の
み
立
命
館
大
学
ア
ー

 
 
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
・
林
美
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
を
閲
覧
。
影
印
・
翻

 
 
刻
が
「
江
戸
名
作
艶
本
」
十
（
早
川
聞
多
氏
翻
刻
・
解
説
、
学
習
研
究
社
、

 
 
一
九
九
六
）
に
備
わ
る
。

（
6
）
不
器
用
又
平
（
1
1
歌
川
国
貞
）
画
。
原
本
未
見
。
影
印
・
翻
刻
が
「
定
本
・

 
 
浮
世
絵
春
画
名
品
集
成
」
六
（
林
美
一
氏
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ
ン
氏
共
同
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監
修
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
六
）
に
備
わ
る
。

（
7
）
一
妙
開
程
芳
（
1
1
歌
川
国
芳
）
画
。
原
本
は
上
・
下
巻
の
み
立
命
館
大
学
ア
ー

 
 
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
・
林
美
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
（
中
巻
欠
）
を
閲
覧
、

 
 
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
8
）
注
（
5
）
前
掲
書
・
解
説
に
よ
る
。

（
9
）
注
（
2
）
前
掲
書
＝
六
頁
。

（
1
0
）
近
年
、
『
浪
花
の
噂
話
』
（
中
村
幸
彦
氏
・
長
友
千
代
治
氏
編
、
汲
古
書
院
、

 
 
二
〇
〇
三
）
に
影
印
と
し
て
所
収
さ
れ
た
。

（
1
1
）
鶴
屋
喜
右
衛
門
・
鉛
屋
安
兵
衛
・
河
内
屋
太
助
刊
。
表
紙
見
返
し
に
「
天
保

 
 
六
年
歳
在
乙
未
七
月
中
幹
彫
刻
告
成
」
と
あ
る
。
引
用
は
『
浪
速
叢
書
』
1
4
・

 
 
風
俗
（
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
）
に
よ
る
。

（
1
2
）
こ
れ
に
と
も
な
い
、
拙
稿
「
花
笠
文
京
と
劇
界
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
蜘
号
、

 
 
一
九
九
九
・
七
）
第
三
節
に
お
け
る
、
文
京
の
『
役
者
現
銀
店
』
執
筆
を
前

 
 
提
と
し
て
考
察
を
行
っ
た
箇
所
も
あ
わ
せ
て
削
除
し
た
い
。

（
1
3
）
岩
瀬
文
庫
に
自
筆
稿
本
の
み
が
存
す
る
（
注
（
1
0
）
前
掲
書
に
影
印
所
収
、

 
 
以
下
の
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
）
。
や
は
り
本
書
も
初
編
と
同
じ
く
銀
鶏
の
大

 
 
坂
滞
在
中
の
見
聞
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
巻
一
・
十
二
丁
裏
に

 
 
大
坂
で
「
手
紙
か
き
所
」
と
い
う
看
板
を
見
た
作
中
人
物
（
江
戸
人
）
の
セ

 
 
リ
フ
と
し
て
「
江
戸
で
は
じ
め
る
と
当
り
や
す
ぜ
い
。
魯
輔
さ
ん
の
代
作
屋

 
 
も
此
上
手
を
往
た
の
で
ゴ
ザ
リ
ヤ
ス
か
ら
」
と
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日
本
近
世
文
学
）
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